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基 礎 物 理 学
担当 小野正利
onomasat@hoku-iryo-u.ac.jp

第６回（２）

教科書

（１）「基礎物理学」

（２） http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~onomasat/

（３） 減衰振動
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（４） 強制振動

　　が働くとき。強制力　

　　と共に，摩擦力　　
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減衰振動，過減衰，
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２．中心力による運動
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（２）惑星の運動

ケプラーの法則

第1法則 惑星の軌道は太陽の位置を焦点の
一つとする楕円軌道。

第2法則 惑星と太陽を結ぶ直線が単位時間
に掃過する面積は一定。

第3法則 惑星が太陽の回りをまわる周期の
2乗は楕円軌道の長半径の3乗に比例する。
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全ての物体の間には質量を持つことによる
引力が働く。
引力の方向は物体を結ぶ方向であり，

大きさは2つの物体の質量の積に比例し，
距離の2乗に反比例する。
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３．角運動量保存の法則
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＜例＞
一様な風を受けて飛び立つカモメに働く揚力

カモメの質量 ： m
風の速さ ： vw

vw

h

カモメ

風の速さ vw

h

カモメ

の保存を考える。ギー成り立つ力学的エネル

時に持つ速度の間に海面からの高さとその

人の立場でカモメの　風と一緒に移動する

    E
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＜問題６＞

２．おもりに長さ l [m] の糸をつけ，その端を
支点に固定し，支点を通鉛直軸のまわりで
おもりに等速度回転をさせる。糸が鉛直と
角 θ [rad] をなすとき，回転の角速度
ω [rad/s] を表す式を求めよ。
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：　　水平方向の釣り合い

：　鉛直方向の釣り合い
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